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ジョージ･エリオットにみる科学の受容と懐疑
- 『ミドルマーチ』医師リドゲートのテクストを読む-
その二
福永 信哲
ThepurposeofthepresentpaperistokeeptrackontheprocessofLydgate'smoral
declineinMiddlemarch.Hisidealismasamedicaldoctorisobservedtobeinadequate
inresculnghimselffromhisruinedmarlage.HisbiterconflictwithRosamond,his
wife,isseentobepartlyduetoherself-absorption,andpartlyduetohisunquestioning
relianceonhisprofTessionalcapability･Eliot'Spenetratinginsightintothecausesoftheir
maritalunhapplneSSisinfわcusuponrelevanttextualanalyses.Theauthor'Sartisticuse
ofafamilyofmetaphorsisseenascarefulyplannedtobeorganicalyIntegratedinto
therlCtionalstructure.Thisis,inourview,thesecretofsuccessinproduclngarich
echoofresonanceinherstyle.Thusthestoryoftheprotagonist'spride,sufering,and
incompleteredemptionistracedfromastylisticviewpoint.
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｢ジョージ ･エリオットにみる科学の受容- 『ミ
ドルマーチ』医師リドゲー トのテクス トを読む-
その-｣では,リドゲー ト (Lydgate)の性格描写
に,エリオットの医学 ･生理学研究の成果が反映し
ていることを跡づけた｡ひいては,これがイギリス
小説の伝統に新境地を切 り開く結果となったことを
論証した｡｢その二｣ではリドゲー トとロザモンド
(Rosamond)の結婚生活に焦点を当て,リドゲー
トの高い志が潰えてゆくプロセスを分析する｡この
プロセスを描く作家の文体に,生理学 ･心理学の洞
察と宗教的想像力とが葛藤していることを明らかに
する｡
Ⅰ.感覚の言語と暗愉
リドゲー トとロザモンドの恋愛情緒の余韻鰯々と
した描写は,エリオットが道徳的関心の深い作家で
ありながら,同時にロマン派詩人のような感受性と
言語感覚を身につけていたことを物語っている｡こ
の感覚は,数々の恋愛体験を重ねた彼女自身の歩み
から溢れ出てくるものである｡
Younglove一making-thatgossamerweb!
EventhepolntSitclingsto- thethings
whenceitssubtleinterlaclngSareSWung
- arescarcelyperceptible:momentary
touchesoffingertips,meetingsofrays
from blueanddarkorbs,unfinished
phrases,lightestchangesofcheekandlip,
faintesttremors.Thewebitselfismade
ofspontaneousbeliefsandindefinable
Joys,yearnlngSOfonelifetowardsanother,
visionsofcompleteness,indefinitetrust.
AndLydgatefeltosplnnlngthatwebfrom
hisinwardselfwithwonderfulrapidity,in
splteOfexperiencesupposedtobefinished
ofrwiththedramaofLaure-inspltetoo
ofmedicineandbiology;(36:385)
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若者の恋愛,あの繊細な蜘妹の巣状組織O微
妙な網の目が何を手掛かりに支えられている
のか.眼には見えない｡指先の一瞬触れ会
い.青いひとみと黒いひとみの出会い,言い
よどむ言葉,頬と口元の色調の微妙な変化,
かすかな震え｡網の目は,湧きあがる思い,
えも言えぬ喜び,一つ命から別の命への恋焦
がれ,満ち足りた未来の予感,果てしない信
頼からなっている｡かくしてリドゲートは,
あっという間に心中で蜘妹の巣を紡ぎはじめ
ていた｡ロールとのロマンは清算し,総括し
たはずだったのに｡医学と生物学に遇進する
はずだったのに｡ 1)
この一節は,結婚の夢に向かって相寄るリドゲート
とロザモンドの.魂の触れ合いを捉えた点描である｡
一見静かな,淡々とした交流とみえるものの背後に,
感情の深い伏流水がせめぎあっている｡刻一刻と変
化する情緒のやりとりは,自然の風景のイメージで
視覚化されている｡蜘妹の巣の繊細な糸は,どこと
は知れぬ支えを得て,あえかに打ち震えている｡第
三者には見えない微妙な身振り,まなざし,口元の
震え,頬の血色の移ろい,こうした生理的営みは,
相手に無量の意味あいを伝える｡語り手の読みはこ
の文脈で,言葉が身体の生理的な働きと同じ次元で
営まれていることを捉えている0 2)
全身全霊の交流に触発されて,恋人たちの想い
は,二人で作ってゆく未来-と飛朔する｡"visions
ofcompleteness,indefinitetrust"の措辞に見られ
るように,｢満ち足りた喜び｣,｢どこまでもお任せ｣
の予感が,先の見えない闇をともに手探りする決断
と勇気となるのだ｡"inspiteof"の反復は,当事
者の恋慕が,過去からの因縁の流れの中で起きてい
ることを示唆しているO｢その-｣に先述の舞台女
優ロール (Laure)の思い出が微妙な感化力となっ
て,リドゲートの行為の動機が推察される｡これも,
人格を流動的プロセスとみる見方の反映である｡
上記の一節に窺えるもう一つの特徴は,言葉の凝
縮とぼかしである｡生物学者の自然観察を思わせる
繊細な観察眼が,これによって奥行を得ている｡身
振 りと行為の主体は受動態によってぼかされ,感情
の動きもぎりぎりまで凝縮された言葉によって暗示
されている｡これによって,読者は人物の演じるド
ラマの内側に入りこみ,解釈という行為3)に誘われ
る｡そして,この文脈で用いられる ｢織物｣(蜘妹
の巣)のイメージは,恋愛の当事者といえども,周
囲の人間関係の制約と影響を受けつつ.相互の働き
かけが行為として実を結ぶプロセスを暗示してい
る｡
Ⅱ.時代の通念を洞察する言葉
結婚という人生の一大事に際して,リドゲートの
動機を窺わせる一節がある｡そこに,彼の医師 ･科
学者としての人生設計が浮き彫りにされている｡
.afterallhiswildmistakesand
absurdcredulity,hehadfoundperfect
womanhood-feltasifalreadybreathed
byexquisiteweddedaffectionsuchas
wouldbebestowedbyanaccomplished
creaturewhoveneratedhishighmuslngS
andmomentouslaboursandwouldnever
interferewiththem;whowouldcreate
orderinthehomeandaccountswithstil
maglC,yetkeepherfingersreadytotouch
theluteandtransformlifeintoromance
atanymoment;whowasinstructedtothe
truewomanlylimitandnotahair'S-breadth
beyond-docile,therefわre,andreadyto
caryoutbehestswhichcamefrombeyond
thatlimit.(36:392)
彼は途方もない間違いをしでかし,愚かにも
軽はずみを経て,とうとう完壁な女性を見つ
けた｡たしなみの深い女性ならではの,洗練
された女らしい情愛の息遣いに触れた思いが
した｡この人なら私の深い思索と意義深い労
苦を尊んで,そっとしておいてくれるだろう｡
この人なら家庭に秩序を創りだし,静かな魔
法のごとき家計のやりくり見せてくれるだろ
う｡しかも,いつ何時でもリュートの弦をつ
まぴいて人生をロマンスに変えてくれるだろ
う｡女性の真の慎みを心得て,自己の分をしっ
かりとわきまえてくれるだろう｡夫を立て,
おのれの分の向こうからあてがわれる期待に
応える覚悟を見せてくれるだろうo
この一節はリドゲートの視点から言葉が織りだされ
ているが,語り手の背後に作家がそっと身を隠して
いる｡彼女の鋭敏な歴史感覚が捉えたイングランド
の女性問題にかんする精神風土が透視されている｡
人はだれも,みずから生まれ育った時代や境遇の刻
印を押されて個性を発見する｡リドゲートの場合も
この道理の例外ではありえない｡語り手の眼は,若
く有能な青年が無意識のうちに周囲の気風に安住
し,その事実に無批判である状況を洞察しているO
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自己への無知が人間的弱点を温存させる素地になっ
ている理を見逃していない｡
上記引用に見えるように,リドゲート自身は,改
革派医師としての志と,家庭の守り神としての妻を
期待する保守的道徳観の矛盾を直視する心構えはな
い｡おのれの知恵を頼む才人が,足元の生活では自
己を省みる感受性が乏しいことに,語り手は ｢俗物
根性｣(spotsorcommonness)(15:167)を見て
いる｡自分の願望を先に立ててものをみて,この事
実に気づかないのである｡"breathedbyexqulSite
weddedafection"の言い回しが暗示するように,
意中の人の官能美に魅せられ,陶酔感に浸って,相
手の人間性を読む感受性を捨てている｡ここに半可
通な理想主義の弱点が覗いている｡
伝統的な性別役割分担の観念に安住する男性を措
く語り手は,女性特有の皮肉なまなざしを帯びてい
る｡文語調の重厚な文体は,リドゲー トの誇り高
い自負心の背後に慢心があることを見透かして,
ピリッと辛口である｡"accomplishedcreature,"
createorderinthehome,""touchthelute, "the
truewomanlylimlt,""caryoutbehests"これら
の措辞は,女性の特質に対する男性の耽美主義を典
型的に示している｡
同時にリドゲートの女性観は,自らの出自である
貴族 ･ジェントリ階級に根づいたジェンダーに関す
る固有の文化の反映でもある｡語り手の練達の言葉
は.そこにひそやかに息づく男性支配の風を的確に
穿っている｡彼の心中では女性の全人間的完成への
道は問題とならない｡むしろ,女性を優美な家庭の
華として想定する保守的秩序感覚が彼の奥深い個性
なのだ｡
カザミアン (Cazamian)によれば,上流階級の
もつ田園起源の文化と,優雅と品格を重んじる伝統
は古い貴族支配の歴史に根差している｡そこに宿る,
ものの情趣を味わう趣味は,19世紀後半,中産階級
にも浸透して,彼らの生活に彩を添えたという｡(81)
このような歴史的文脈のもと,家庭生活で情緒の要
求と合理性のバランスを取る感受性は,女性の特性
と結びつけられ,貴族,中産階級を問わず,それ自
体としては積極的な価値たりえた｡
ところが,家庭が聖なる安息所として見られ,女
性が家庭の秩序を護る守り神と見なされる時代風土
の中では,彼女たちの高等教育,財産権,法的権利,
経済的自立,政治的自由を容認することは家庭の神
聖さを危うくすると見られた｡この保守的女性観
は.声高にこそ主張されなくても牢固として保持さ
れ,この枠組からはみ出す女性は,エリオットも含
めて社会的認知の持外に置かれ,村八分に通いがち
であったという｡(ドリン (Dolin),72-3)ホ- ト
ン (Houghton)によれば,女性を家庭的美徳の体
現者として期待する男性の美意識は,市場原理と実
利主義が勢いを増す19世紀イングランドでは,新た
な意味あいをもつに至った｡あざとい拝金主義と生
存競争の支配する世間の悪しき感化から精神的 ･審
美的価値を護る含みが,女性にまつわるジェンダー
イデオロギーを強める結果になった｡(393)
リドゲートの例に見られるように,この価値観は,
男女の経済的力関係からして,強者が弱者を鋳型に
はめるイデオロギーの役割を果たした｡作家の女性
としての感覚は,ここに男性の身勝手さを見抜いて
いる｡教養ある男性が心底に抱いているが,決して
言葉にはしない本音を的確に穿っている｡ここにエ
リオットの言語感覚が端的に表れている｡彼女は,
無意識の深層にそっと生きて,人物の行動を微妙に
支配する感情に繊細な注意を払った作家である｡も
のの本質を射貫く言葉にこだわったのは,この姿勢
による｡真実に肉薄する言葉は形骸化した価値と因
習的風土を変革する力となりうると確信を抱いてい
たからである｡ 4)
カロル (Ca汀011)によれば,実験小説家として
のエリオットは,小説に仮託した仮説を通して人物
の価値意識の内面に入りこみ,これが現実という証
拠に照らして検証されてゆくプロセスをダイナミッ
クに措いたという｡(25)リドゲートが結婚生活の
現実に足を取られて,その理想主義が挫折してゆく
プロセスにも,作家の仮説検証の眼が光っている｡
上記引用は,彼の階級に由来する美意識が,妻にな
るロザモンドとの乳蝶を招く素地になる道理を的確
に見通している｡
Ⅲ.科学は人生智に結実するか
リドゲートが生理学 ･解剖学研究に注ぐ澄んだま
なざしと情熱は,なぜ婚約者との人間的な触れ合い
の中で,生きた知恵として働かないのであろうか｡
語り手は,その一つの理由を,科学者の仕事の性質
そのものの中に見ている｡
Thisunsetledstateofaffairsusesupthe
time,andwhenonehasnotionsinscience,
everymomentisanopportunity.HTeelsure
thatmanagemustbethebestthingfわra
manwhowantstoworksteadily.Hehas
everythingathomethen-noteaslngWith
personalspeculations-hecangetcalmness
andfreedom.(36:388)
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(結婚前の慌しい準備の)落ち着かない状況
では.時間をいたずらに取られてしまいます0
人は科学研究の課題を抱えているとき,一刻
一刻は機会なんです｡地道に仕事をしたい人
間には,結婚は最良の選択だと思えるんです｡
結婚すれば,すべてが落ち着くでしょう｡私
生活の気苦労から解き放たれるでしょう｡静
けさと自由が得られるでしょう｡
この一節は,リドゲートが敬愛する教区牧師フェア
ブラザー (Fairbrother)との語らいの中で,結婚
を急ぐ心情を吐露したものである｡｢従順な｣妻に
家事万端の切り盛りを任せ,みずからは落ち着いた
家庭生活の中で研究に精力を注ぎこむ,これが彼
の心底の思いであった｡"noteaslngWithpersonal
speculations,●'家庭生活に必要な常識,忍耐,気配
りからはほど遠い短慮が言葉の端々に覗いている｡
足許の暮らしの中にある詩情と伴侶との心の通い合
い,そこから生まれる心の自由は,彼の期待する ｢静
けさと自由｣とは相容れないものである｡
注目すべきは,リドゲートの本音が苦労人フェア
ブラザーとの対話の中に漏らされていることであ
る｡人生が思い通りにはいかないことを熟知した諦
念の牧師には,リドゲートの楽観主義が危うく感じ
られる｡社会的評価の高い仕事を背景に,未来の妻
に多くを要求する青年の自負は,これを眺める人の
熟達した眼によって複眼的に見られている｡見掛け
と現実の違いを見誤らないアイロニーの奥行が,こ
うした対話の中にも生きているのであるD
リドゲートとロザモンドの結婚後,夫婦間の不和
が物語の重要な織り糸になる｡読者が予感するとお
り,リドゲートの暗黙の要求に妻の強い自我が反抗
する構図が定着されている｡ここにも,自己と他者
の折 り合いをどうつけるかという作品のテーマに
沿ったドラマが織り込まれている｡家計の帳尻を合
わせるという常識的な営みが,双方の身についた生
活習慣により行き詰ったのである｡経済的困窮を自
覚した夫は,遅まきながら自分たちの身の丈にあっ
た暮らしをするよう妻に説くようになる｡ところが,
妻は洗練と優雅の生活を断念することを断じて容認
しない｡こうして.妻が結婚前に身につけた習慣を
見直し,新たな現実に適応するだけの良識が欠けて
いることが,夫の眼に明らかとなったのである｡二
人が家計の不如意に迫られて借金の蟻地獄に陥って
ゆく5)につれて,夫婦間の乳蝶は昂じ,心の溝がい
よいよ深まってゆく｡
夫婦生活の暗闘と苦悩が夫リドゲートの視点から
描かれている一節がある｡語り手は彼に寄り添い,
その心中に去来する思いを言葉に織り出している｡
そこに人間苦への純粋な共感がほとばしっている｡
語り手の言葉は,人物の人間的真実に迫ろうとする
作家自身の想像力から湧き出している｡
.‥bearingher(Rosamond'S)litleclaims
andinterruptlOnSWithoutimpatience,
and,aboveal,bearingwithoutbetrayalof
bitemesstolookthroughlessandlessof
interferingilusionattheblankunrenecting
surfacehermindpresentedtohisardourfわr
themoreimpersonalendsofhisprofession
andhisscientificstudy,anardourwhich
hehadfanciedthattheidealwifemust
somehowworshipassublime,
Lydgatewasawarethathisconcessionsto
Rosamondwereo洗enlitlemorethanthe
lapseorslackeningresolution,thecreeplng
paralysISapttOSeizeanenthusiasmwhich
isoutof叫iustmenttoaconstantportion
ofourlives.AndonLydgate'Senthusiasm
therewasconstantlypresslngnotaSimple
weightofsorrow,butthebitingpresence
ofapetydegradingcare,suchascaststhe
blightofironyovera]higherefort,(58:
650)
彼は,妻ロザモンドの些細な要求や横槍を苛
立ちの色を見せずに堪えた｡妻の心は,彼の
眼には何も映し出さない鏡の表面のごときも
のであった｡夫婦間の幻想のヴェールが一枚
一枚剥がされてゆくのを,苦渋の素振りを見
せずに堪えてゆかねばならなかった｡医師と
して,科学者として,高い研究目標を思い描
き,情熱を燃やしつつ,堪えてゆかねばなら
ないのだった｡この志を,非の打ちどころの
ない妻が掛けがえのないものとして,万難を
排して尊重してくれるものと信じきっていた
彼だったが｡- ･リドゲー トは,いまや気
づきはじめていた｡ロザモンドへの譲歩は,
人生の地道な営みに立ちはだかって,情熱家
の心を捕らえ,決断を鈍らせ,忍び寄る無気
力の陥った陸路だということをo今や,リド
ゲートの心意気をくじき,絶えず庄しつけて
いたのは,単なる悲しみの重荷ではなかった｡
人の品位を奪い去る蛮末な生活の苦労がのし
かかって,彼をあざ笑うかのように心にとり
感いてきたのだ｡これが.高い目標に向かっ
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て遇進しようとする努力を萎えしぼませるの
だった｡
患者を癒し,医道に精進しようとするリドゲートの
志が,生活の気苦労で萎えてゆくプロセスが,この
一節に凝縮されている｡妻との穏やかな関係を願っ
て,心ならずも譲歩を重ねてゆく彼の心には,不満
の重荷がどんどんとのしかかってくるOこのような
心の荷は,科学研究のような高度な集中力を要求さ
れる営みには致命的な影響を与える｡
"theblankunrenectingsurfacehermind
presentedtohisardour"に見える鏡のイメージは,
夫婦間の荒涼たる心模様を視覚化して,多層的な意
味あいを暗示している｡妻には,夫の仕事の性質を
理解し,共感をもって支えようとする凄とした心映
えはさらにない｡何も映さない鏡は,妻が鉄の意
思をもって自己の立場を貴こうとする姿勢を想起
させる｡同時に,伴侶に心を閉ざされた夫の失望
の深さも伝えている｡'lessandlessofinterfering
ilusion"の語句は,夫が妻に抱いていた夢が一つ
また一つ,心の中から潰えてゆき,信頼が失せてゆ
く夫の苦衷を,否定的,抑制的な調子で灰めかして
いる｡
相互不信の連鎖が二人の心を荒らしてゆくさま
は,引用の前半部に見える "bearingwithout,'‥ l`ess
andless,"などの反復語句によって暗示されている｡
否定表現の畳みかけによって,夫婦の心の溝がいよ
いよ深まってゆくプロセスが捉えられている｡これ
が読者の感情の共鳴板に響いて.こだまを返させる
心理的効果を産んでいる｡
引用の後半の部分にも,リドゲートの心中に何が
起きているかをありありと想起させるイメージが生
きている｡"thelapseofslackeningresolution,the
creepingparalysis"は,つる植物のそっとした,
しかし着実な働きを連想させる｡つるが木に巻き
ついて,知らず知らずのうちに締め上げ,その生
命力を奪う光景が偲ばれる｡人の心にも,気苦労
と不安がのしかかってくれば,自然の闘争場裏で
起こっていることと同じことが起こる｡"thebiting
presenceofapetydegradingcare,suchascasts
theblightofironyoveralhigherefort"この語
句にも,人の心事を自然の営みの眼で捉える洞察が
ある｡心配事は人の品位と創造的エネルギーを奪い
去る負の感化力である｡みずからの本分を果たして
世のために役立ちたいと願う志が,心労のつるに
よって締めあげられ,樹勢が衰えて,いつしか志が
忘れ去られてゆく｡"blightofirony"の警えは,
細菌やかびがひそやかに樹木全体に広がり,その多
様な生命活動を枯らすイメージを喚起する｡同時に
内的風景として,心に灯っていた希望が焦燥感や不
安･不満で,いつとはなく消し去られてしまうイメー
ジも抱かせて,二重写しになっている｡
上掲の鏡のイメージは,MMに繰 り返し出てく
る光学イメージの一環である｡望遠鏡の巨視的観点
と顕微鏡の微視的観点がともに用いられ,これが人
間関係の複雑なからみあいを描くのに奥行を添え
ている｡ ミドルマーチの,鵜の目鷹の目の世間を
体現するカドワラダー (Cadwalader)牧師夫人の
まなざしが顕微鏡の視野を借りて焦点化される (6:
64-5)のも,科学的探究の方法が人間探究の武器に
なっていった19世紀後半の時代精神を映し出してい
る｡
これは.自然の一環としての人間の命を,その神
秘的奥行のままに描きだそうとするエリオットの問
題意識の反映である｡その意味で,作品のテーマを
暗示するような光学イメージが27章目頭に表れてい
る｡ロザモンドとリドゲートの相惹かれあう思慕を
描くこの車は,恋愛に紛れこむエゴイズムを鮮やか
に捉え,位置づける章でもある｡
Yourpleトglassorextensivesurface
ofpolishedsteelmadetoberubbed
byahousemaid,willbeminutelyand
multitudinouslyscratchedinaldirections;
butplacenowagalnStitalightedcandle
asacentreofilumination,andlo!The
scratcheswilseemtoarrangethemselves
inafineseriesofconcentriccirclesround
thatlitlesun.Itisdemonstrablethatthe
scratchesaregolngeverywhereimpartialy,
anditisonlyyourcandlewhichproduces
thenatteringillusionofaconcentric
arrangement,Itslightfalingwithan
exclusiveopticalselection･(27:294)
ここに女中に磨いてもらう姿見があって,広
いぴかぴかの鋼の表面には,あらゆる方向に
こまかな磨き傷が無秩序についている｡磨き
面の真ん中に蝋燭を置いて灯すと,どうだろ
う｡磨き傷は小さな太陽の周りに見事な同心
円を措いて並んでいるではないか｡傷は,あ
らゆる方向に雑然と広がっているのは明らか
だ｡だが蝋燭の光が当たると,光は排他的な
選択をして,同心円状のほれぼれするような
幻想を産みだすのだ｡
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ここには,ラテン語源の言葉の連なりが生み出す重
厚で抑制的な響きがある｡にもかかわらず,読者
の想像力を捕らえ,忘れがたい印象を残すのは,
pler-glass, "alightedcandle,""concentric
circles, "litlesun,"●Scratches"など結束性の強
い一連の視覚的イメージ言葉を用いているからであ
る｡光の当て方によって同じ対象が違って見えると
いう自然法則は,科学的知識の乏しい読者をも納得
させる｡
ところが,人間関係の網の目を描く章の冒頭にこ
の光学的真理が置かれると,おのずからアナロジー
(異なる現象の中に同じ道理が生きていることを洞
察する眼)の含みを帯びてくる｡自然界の中で生理
的な営みをする人間の精神生活にも,同じ道理が生
きているのではないかとの想像を掻きたてずにはお
かない｡
上記一節の警えは,人間の心にも自然界と同じ法
則が働いているのではないかと直感した作家の想像
力からほとばしったものである｡人間の自我は,早
一の視点に安住してものを見ると,利害やしがらみ
に囚われるDそこに偏見が忍び寄ってくることに気
づかない｡生来的な人間の感情と気質 ･体質は迷い
が深いのである｡この間から人間を救ってくれるも
のは何か｡
エリオットは,1855年に深まりつつあった聖書の
歴史主義的批評の見方を語る｡人は,同胞との触れ
合いの中で感じるあらゆる人間感情と体験を理解
し,共感するものとして創造主を心に抱くとき,そ
の感化力は人間的成熟へと導いてくれる力となる
と｡そのような創造主は私たちの萎えやすい愛に活
を入れ,揺らぐ目的意識を確固不動のものとしてく
れる｡(｢福音主義の教え:カミング博士｣,168-69)
上記の誓えが含み持つもう一つの意味あいは,早
一的な視点の限界を乗り越える途は,絶えず視点を
移動し,ものを多元的に見ることである｡体験のさ
中に,先人の知恵に学ぶこともその方途である｡現
象の背後に生きている命の神秘を手探りする科学の
探究心もその核となる｡また,おのれを空しくして
他人の鏡に映る自己を見つめることも自己認識を深
める遠である｡このような複眼的視野は,作品の構
造はもとより,人物の相互批評の網の目にも,暗晩
とアイロニーに代表される有機的言語観にも実現さ
れている｡
Ⅳ.キリスト教と科学の折り合い
リドゲートの志が潰え去り,人間的エネルギーを
消耗させてゆく描写には.エリオットが辿りついた
最良の洞察が生きている｡そこには,彼女がキリス
ト教信仰から受け継いだ善悪の価値判断が体験的知
恵の眼で吟味され,歴史と科学の眼で柔軟に再定義
されていった歩みが反映されている｡この描写を貫
くのは.自然法則と,その延長としての人生の道理
を見抜 く眼である｡これをプロットという仮説に
よって,人の生きざまに消化して描く意図は一貫し
ている｡仮説がテストされ,裏づけられ,結果的に
道理が生きていることを,リドゲートの人生行路が
証明している｡
既に触れたように,リドゲートの研究方法と情緒
生活の両面には,進化論と医学 ･生理学の語嚢が深
く浸透している｡これが,彼の性格造形を時代の最
先端のものにしている｡では,彼の生きざまが徹頭
徹尾科学的世界観の表現かと問えば,その答えは否
である｡エリオットは.科学の方法と語桑を小説に
取りいれた点では,この道の先駆者の一人である｡
しかし同時に,彼女は聖書とギリシャ古典とシェー
クスピアを生涯にわたって味読してきた宗教的魂で
あり,哲人であったことを忘れるわけにはいかないO
(ヘイト(Haight),8122,177-78,379-80)
とりわけ聖書は,少女時代から青春前期に至るま
でエリオットの霊感の源であり続けた｡福音主義信
仰の熱烈な聖書講読の遺した遺産は.決して過小
評価する訳にはいかない｡聖書的な人間観と言葉
は,エT)オットの心の深層に息づく力である｡『フ
ロス河の水車小屋』(TheMilontheFloss,1860)
でマギー (Maggie)が 『キリス トに倣いて｣】(De
lmitationeChristi)(以下,『倣いて』)6)を食るよう
に読む場面がある｡(BookIVChap.3)
Ifthoudesireuntothisheight(everlasting
crown),thoumustsetoutcourageously,
andlaytheaxtotheroot,thatthoumayst
pluckupanddestroythathiddeninordinate
inclinationtothyself,andalprwateand
earthlygood.Onthissin,thataman
inordinatelylovethhimself,almostal
dependethwhatsoeveristhoroughlytobe
overcome;whichevilbeingonceovercome
andsubdued,therewilpresentlyensue
greatpeaceandtranquility(253)
もし汝が,自身の隠れた節度なき欲と現世へ
の執着を捨て去らんと志して,(イエスの)
不滅の冠を得んと欲すれば,まず勇を鼓して
執着の根を絶つべし｡いかなる世の業縁を絶
つとも,まず汝自身の根深き自己愛の罪を洗
い清めることに,すべて掛かるなり｡自己執
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着を捨ててこそ,自然の理として大いなる平
安と静謡が訪れん｡
ここには欽定英訳聖書の素朴で典雅な文体の響きが
感じられる｡原典のラテン語の重厚な調べがそのま
ま生かされているような翻訳である｡上掲英訳がエ
リオット自身によってなされたことは,原典を愛蔵
し,折々に紐解いていていた事実から察せられる｡
上掲引用の趣旨は,人間の自己愛と現世への執着
があらゆる苦しみの元凶とみる聖書的世界観であ
る｡自己愛の罪を翻すと,心の平安と静寂が訪れる
というのである｡『倣いて』は,エリオットにとっ
て,少女時代以来親しんでいた聖書の思い出と深く
つながっていた｡試練のさ中にあるマギーがこの書
を味読した時の感銘は,次のように描かれる｡｢え
も言えぬ畏敬が全身を貫いたDあたかも真夜中に音
楽の荘厳な調べが鳴り響いて目覚めたかのように｡｣
(253)この描写は,マギーの性格像が小説全体を
通してそうであるように (ヘイト 335),エリオッ
ト自身の体験が反映していると解される｡
エリオットが 『倣いて』に寄せる共感は,少女期
から青春期にかけての福音主義信仰の名残が心の基
底に生き続けたことを物語っている｡ 7)この書への
共感に窺われる彼女の反世俗主義は,作家が現実主
義の叡智を深めるとともに脱皮していったものであ
る｡しかし,作家の精神遍歴のうえで一つの画期を
なすことは疑いを容れない｡
エリオットが聖書批評への共感を深めて以後も
『倣いて』を座右に置いていたもう一つの理由は,
この書には奇蹟物語がなく,人が体験によって学ん
だ知恵の結晶のみが綴られているところにある｡イ
エス･キリストに導かれた人生の達人たる修道僧が,
その境地を語 り伝えるところにこの書の核心があ
る｡そこに伝承的叡智の古典としての真価があり,
エリオットが共感を寄せる所以があった｡
エリオットの聖書解釈に感化を与えたもう一人の
先達として,フォイエルバッハを忘れる訳にはゆか
ない｡エリオットと彼が共通の基盤とするのは,内
なる苦しみと弱きを免れない人間を赦し,共感を抱
く存在としての神という基本概念である｡フォイエ
ルバッハは言う｡
イエスの血は,神の眼でみた私たちの罪を洗
い清めてくれる｡肉なるイエスの血潮こそが
神を慈悲深い存在にし,その怒りを和らげる
所以なのだ｡私たちの罪が赦されるのは,肉
を超越した存在だからではなく,血肉につな
がれた存在だからなのだ｡
フォイエルバッハによれば,イエスが流した血潮の
シンボリズムは,肉なる存在としての人間への赦し
と共感である｡迷い多く,弱い ｢この私｣をすべて
見抜いて,これをさながらに受け入れ,共感の涙を
流す,これが神の慈悲であるO 肉をまとった神が,
肉なる人間の罪を背負い,赦したのである｡愛なる
神は観念的な品行方正を否定し,肉の感覚美を赦し
によって肯定するという｡
エリオットは,愛欲の深いおのれのありようを痛
切に自覚し,悪悦の念を抱いていた｡その思いの深
さが.フォイエルバッハへ心底から共感を抱く所以
になっている｡このような宗教観 ･道徳観は.『キ
リス ト教の本質』(TheEssenceofChristianity)
の翻訳にいそしんだ1853年から1854年にかけて,自
己のものとしていたと察せられる｡1856年に 『牧師
館物語』(ScenesQf■ClericalLife1858)に着手す
るころには,聖書批評の根底にある非 ドグマ的な宗
教観は,感覚にまで研ぎ澄まされていたのである｡
V.我執を超える道
エリオットの小説が成熟深化するプロセスは,聖
書批評から学んだ宗教的情操と想像力と,科学の知
見が対話を重ね,円熟してゆくプロセスである｡
MMに見られる人間の多様な生きざまの地図には,
価値の相対性を凝視する眼と相まって,一つの根本
的な問いかけがある｡それは,自己中心性と迷いを
免れない人間が,いかに迷いの淵から抜け出し,他
者との調和を図ってゆくかという問いである｡
ThebloodofChristcleansesusfromour
sinsintheeyesofGod;itisonlyhishuman
bloodthatmakesGodmerciful,allays
hisanger;thatisoursinsarefbrglVenuS
becausewearenoabstractbeings,but
creaturesoffleshandblood.(49)8)
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Wearealofusborninmoralstupidity,
takingtheworldasanuddertofeedour
supremeselves:Dorotheahadearlybegun
toemergefromthatstupidity,butyetit
hadbeeneasiertohertoimaglnehowshe
woulddevoteherselftoMrCasaubon,and
becomewiseandstronglnhisstrength
andwisdom,thantoconceivewiththat
distinctnesswhichisnolongerreflection
butfeeling-anideawroughtbacktothe
directnessofsense,likethesolidityof
福永 信哲
objects-thathehadanequlValentcentreof
selftwhencethelightsandshadowsmust
alwaysfalwithacertaindiference.(21:
235)
私たちは一人残らず愚かに生まれついている
のだ｡世の中は,至高の自己に糧を恵んでく
れる乳房だと信じて疑わない｡ ドロシアは,
早くからこのたぐいの愚かさから脱皮してい
た｡だが彼女は,いかにしてカソーボン氏に
身を捧げ,その強さと知恵を摂取して,みず
からも賢く強くなれるかを想像することは容
易であったが,夫には自分と同様に自己とい
う譲れぬ一線があり.そこから光と影が常に
射し,その結果世の中が違って見えるという
ことを,思考ではなく感情の教える明敏さで
感じとることは至難の技であったOものをじ
かに手で触れて,その感触をありありと感じ
とる皮膚感覚のような感じ方はたやすくはな
かったのだ｡
この一節は.新婚のドロシアが歳の離れた夫カソー
ボンの悲しい人間的真実に触れた瞬間を捉えたもの
である｡伴侶の学識と教養の薫陶を受けて,みずか
らも人生智に与りたいという情熱が,相手の固い自
我の殻に跳ねかえされ,心の痛みを自覚した瞬間で
ある｡夫婦といえども,お互いのあるがままの人間
性を受け入れることは容易なわざではない｡自分で
は夫への献身と思えることが,相手には無言の自己
主張と受け取られ.心の負担になっている事実に気
づいたのである｡この瞬間に彼女は,自分の思いを
さて置いて,夫の心の袋に分け入っていく必要を予
感したのである｡
語り手は,ドロシアの悲しい気づき(disenchantment)
の瞬間が,新しい自己の芽生える契機になったこと
を行間に響かせている｡注目すべきは,具体的な人
物の具体的な状況を描くテクストと見えるものの中
にも,作品を通して首尾一貫する創作ヴィジョンが
生きていることである｡これを一言で言うなら,｢こ
の私｣の我執の根深さに対する恵悦の念であるとい
える｡この自覚が深まれば,おのずから同胞の迷い
と苦しみに共感の念が湧いてくる｡これは,エリオッ
トがキリスト教から継承した最大の遺産である｡し
かも.この遺産を聖書の言葉とは異質な発想と言い
回しで表現しているところに,彼女の独創性が発揮
されている｡
"takingtheworldasanuddertoreedour
supremeselves,"命を育む ｢乳房｣の暗愉には,
読者の想像力を一瞬にして捕らえる絵画的イメージ
の鮮やかさある｡｢至高の自己を養う｣という表現
には,どこまでも自己中心性から免れない人間の業
を凝視する作家自身の皮肉な見方が暗示されてい
る｡"becomewiseandstronginhisstrengthand
wisdom,"ここでは,2語が対になった形容詞が語
順を倒置させて,一対の名詞に転化し.交差してい
る｡シェークスピア (Shakespeare)を偲ばせる交
差対句法 (chiasmus)の例である｡同時に強弱強
のうねるような韻律美がドロシアの情熱の上げ潮を
連想させる｡
anideawroughtbacktothedirectnessof
sense,likethesolidityofobjects,●'これらの言葉
には,作家の精神遍歴が凝縮されているとみてよ
い｡先行の "distinctness"は,"directness'と意
味的にも音楽的にも響きあっている｡これらは,心
の耳を澄まして,相手の心の叫びを聞き分ける無心
の境地を偲ばせる｡思考と感情は交流してこそ,お
互いを磨きあう｡指先で触りながら対象を探りとっ
ていくイメージは,人の心が生理学的営みの基盤を
もつことを直感した作家ならではの表現である｡心
を空っぽにして耳を澄ますと,ひそやかな命の鼓動
が聞こえてくるoこれとは対照的に,皮膚感覚にま
で高められない一般的知識は,人を自意識過剰の世
界に迷い込ませる｡知識に命のほとばしりがないか
ら,言葉は霊気を失ってしまう｡
自己執着を免れない私たちがいかにしてこの間か
ら解き放たれてゆくか,これが,この一節で語り手
が語りかけた問いである｡他者の "anequivalent
centreofself"を発見するとは,迷いの深いおの
れの自覚に徹する謙遜な魂から湧きあがってくる人
間体験である｡
Ⅵ.結び
おのれの知恵を頼む心が陥った試練ということ
が,リドゲートの物語の暗示する道理である｡エリ
オットは,科学的世界観とその現実把握の方法に謙
遜に学びつつ,人格の完成に向けた歩みを照らす光
としては,科学に根本的な懐疑を抱いていた｡ 9)｢主
の言葉は生き,働いている｡(中略)被造物のいか
なるものも主の眼を避けることはできない｡すべて
は主のまなざしの前に明るみに出され,説明を求め
られる｣(｢ヘブル人への手紙｣4:12-3)｡パウロ(Paul)
の語る ｢主を畏れ敬う心｣は,進化論,生物学,坐
理学の知見をわがものとする努力を惜しまなかった
エT)オットの,人間観の中蔵に生き続けた｡リドゲー
トが人生の民に掛かって,志が潰えていく物語には,
作家の科学に対する疑念が示唆されている｡科学は,
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ジョー ジ･エリオットにみる科学の受容と懐疑
人が人格完成の道を歩むともし火としては,必要充
分たりうるかというのが作家の問い掛けである｡
註
1)引用の日本語訳は拙訳である｡以下一同じ0
2)EliotはSpinozaの心身-如の見方に深い示唆
を得た作家である｡彼はいう｡人間の魂と肉体は
つながっているのみでなく,一つの統合体である｡
それ故,肉体が活動し,他者からの働きかけを感
受するのに比例して,精神も多くのことを感受す
る｡(48-9)参照｡
3)Ca汀01は,Eliotの小説に意味解釈のモデルが
組みこまれていることを指摘する｡これによって
語り手は,想像力の世界で登場人物が意味解釈の
手探りをするプロセスに参加し,同時に読者は読
むという行為を通して,語り手と登場人物ととも
に意味解釈の営みに参加するよう仕向けていると
いう｡これがエリオットの文体を特徴づけるとみ
ている｡(35)参照｡
4)Eliotは,Riehlの方法に触れて言う｡もし道
徳的感受性と知的視野の広い人が庶民のあるがま
まの暮らしを歩いて見とどけるなら,彼の言葉は
社会 ･政治改革を成し遂げる力になると｡("The
NaturalHistoryofGemanLife'265166)
5)Lydgateは,銀行家Bulstrodeの,財力にもの
を言わせて人を支配するやり方に違和感を感じつ
つ,彼の企画する熱病病院建設事業に参画する｡
その過程で,家計の窮状から逃れる方策として,
この事業家の融資を受け入れた｡後に,この金銭
的しがらみによって,Lydgateは医師としての倫
理性を疑われる事件に関与することになる｡この
エピソードに見られるように,個々の人物の行動
は人間関係の網の目に位置づけられ,相互の影響
関係のダイナミズムは語 りの中に生かされてい
る｡58章,69章,70章,73章参照｡
6)著者とされるThomasAKempisは中世の修道
院僧であるが,修道院には,この引用に見られる
脱俗主義が脈々と流れていた｡MaryAnne(Eliot
の実名)は,1849年に父Robertが亡くなるまで
には,ラテン語の原典を手に入れていた｡そして,
父の最期を看取る苦悩の日々に,この書をひもと
いていた (Haight66)｡
7)Dolinは,Eliotが経たカルビニズムの宿命説
が,彼女の作品を特徴づける道徳的因果律と行動
の選択重視として残ったとみている｡(176)参照｡
8)TheEssenceofChristianity.Trans.George
Eliot.参照｡
9)Eliotは,青春期以降ロマンティシズムの有
機的生命観に共感を寄せていた｡とりわけ,
WordsworthとFeuerbachの言語観に見られる.
生命主義 (言語を命の営みの一環とみる)をわが
ものにしていた｡1850年代の批評活動にも,この
見方が見られる｡彼女は,合理主義的な言語観に
則った普遍的言語 (ェスペラント語と推察され
る)を批判して言う｡仮にそのような言語が世に
受け入れられたとすると,その言葉は,不確実
性,気まぐれな慣用句,煩わしい形,意味の突発
的ゆらめき,｢忘れ去られた歳月を湛えた｣古語
を消し去られ,明々白々として匂いもなく,連想
のこだまも返さないものになるであろう｡そうい
う言語は科学の表現手段としては完堅かもしれな
いが,｢命｣を表現することはできないという｡
Eliotがこの文脈で …lifTe"(令)にこめた含蓄が
ある｡それは,歴史と記憶の奥行を持たない言語
は,その名に値しないという確信であろう｡"The
NaturalHistoryofGermanLife,"1856,p･282･
参照｡
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